
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
労
働
者
が
共
に

働
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
当
時

外
国
人
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
１
９
８
１
年
ま
で
あ
っ
た
出

入
国
管
理
令
が
１
９
８
２
年
出
入

国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
入
管

法
）
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

目
的
は
継
続
し
て
外
国
人
の
管

理
・
監
視
に
あ
り
、
そ
れ
は
今
も

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

入
管
法
の
本
質
は
外
国
人
の
管

理
・
監
視
で
あ
り
、
基
本
的
人
権

を
保
障
し
、
す
べ
て
の
法
に
優
先

さ
れ
る
べ
き
憲
法
よ
り
も
、
入
管

法
の
方
が
上
に
置
か
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
入
国
管
理
局
な
ら
び

に
法
務
省
の
無
制
限
の
裁
量
と
い

「
あ
な
た
は
か
つ
て
エ
ジ
プ
ト

の
国
で
奴
隷
で
あ
っ
た
が
、
あ
な

た
の
神
、
主
が
力
あ
る
御
手
と
御

腕
を
伸
ば
し
て
あ
な
た
を
導
き
出

さ
れ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
あ
な

た
の
神
、
主
は
安
息
日
を
守
る
よ

う
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
」
申
命

記
５
章
15
節

今
か
ら
23
年
前
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
た
め
に
南
ア
フ
リ
カ
を

訪
れ
た
時
、
私
は
あ
る
自
由
な
感

覚
を
覚
え
ま
し
た
。
南
ア
フ
リ
カ

の
憲
法
で
は
多
様
な
性
的
指
向
が

保
障
さ
れ
、
性
的
少
数
者
の
人
権

が
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
法

が
人
を
縛
り
、
法
が
人
を
自
由
に

す
る
。
南
ア
フ
リ
カ
に
い
る
時
に

感
じ
た
こ
の
自
由
は
、
性
的
少
数

者
に
も
多
数
者
に
も
自
由
を
感
じ

さ
せ
て
い
る
こ
と
を
思
い
ま
し
た
。

私
が
高
校
生
で
あ
っ
た
１
９
８ 

０
年
代
、
父
は
毎
日
奈
良
県
大
和

高
田
市
か
ら
大
阪
府
大
阪
狭
山
市

に
通
勤
し
て
い
ま
し
た
。
父
が
働

く
工
場
に
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
や
パ

う
人
権
侵
害
が
こ
の
日
本
で
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
ア
ウ

シ
ュ
ビ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
と
比
較

さ
れ
る
く
ら
い
酷
い
入
管
法
体
制

が
現
在
も
日
本
の
中
に
存
在
し
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
公
然
と

横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。
投
票
権
を

持
つ
大
多
数
の
日
本
人
の
関
心
は

こ
こ
に
は
な
い
か
の
よ
う
な
印
象

を
受
け
ま
す
。

し
か
し
私
は
思
っ
た
の
で
す
。

私
の
暮
ら
し
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
の
が
外
国
人
労
働
者
で
あ
り
、

ま
た
今
も
こ
の
国
を
支
え
、
豊
か

に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
が
日

本
に
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
何
百
万

人
も
の
外
国
人
の
方
々
で
あ
る
こ

と
を
。
権
利
を
付
与
す
る
と
い
う

哀
れ
み
か
ら
で
は
な
く
、
人
間
と

し
て
本
来
持
っ
て
い
る
天
来
の
人

権
が
回
復
さ
れ
る
こ
と
が
神
の
福

音
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

主
は
私
た
ち
が
誰
一
人
奴
隷
に

な
っ
て
は
い
け
な
い
と
語
ら
れ
ま

す
。
出
エ
ジ
プ
ト
記
に
は
奴
隷
と

な
っ
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
解

放
さ
れ
る
時
、
支
配
者
で
あ
る

フ
ァ
ラ
オ
が
権
力
に
執
着
し
た
こ

と
を
神
は
よ
し
と
さ
れ
な
か
っ
た

の
で
す
。

イ
エ
ス
は
常
に
私
た
ち
を
自
由

へ
の
旅
へ
と
向
か
わ
せ
ま
す
。
そ

の
旅
と
は
、
主
日
の
礼
拝
で
思
い

起
こ
す
み
国
へ
の
旅
。
私
の
曾
祖

父
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
渡
り
、
そ

こ
で
外
国
人
と
し
て
生
き
、
神
と

出
会
い
、
誰
の
奴
隷
に
も
な
っ
て

は
い
け
な
い
と
の
主
の
教
え
を
受

け
ま
し
た
。
帰
国
後
、
娘
（
私
の

祖
母
）
に
そ
の
教
え
を
継
承
し
、

祖
母
は
太
平
洋
戦
争
の
只
中
、
大

日
本
帝
国
の
命
令
よ
り
も
信
仰
の

良
心
に
従
い
、
留
置
場
で
拷
問
を

受
け
ま
し
た
。

今
、
誰
も
奴
隷
に
な
っ
て
は
い

け
な
い
と
の
主
の
福
音
を
伝
え
て

く
だ
さ
る
の
は
、
管
理
と
監
視
の

奴
隷
法
（
入
管
法
）
の
下
で
人
権

を
奪
わ
れ
続
け
て
い
る
外
国
人
の

方
々
で
す
。
こ
の
国
に
は
差
別
、

抑
圧
、
奴
隷
制
度
は
な
い
と
思
え

る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
自
分
た
ち

が
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ァ
ラ
オ
に
追
従

し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

難
民
と
し
て
エ
ジ
プ
ト
に
逃

れ
、
そ
こ
で
寄
留
者
と
し
て
生
き

た
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
生
か

さ
れ
る
者
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
主
は
必
ず
私
た
ち
に
自
由
を

与
え
、
共
に
暮
ら
す
知
恵
と
和
解

の
祝
福
を
与
え
て
く
だ
さ
る
の
で

す
か
ら
。

（
聖
贖
主
教
会
牧
師
、社
会
福
祉

法
人
博
愛
社
チ
ャ
プ
レ
ン
）

『
寄
留
者
に
生
か
さ
れ
て
』

司
祭
　 

バ
ル
ナ
バ　

小こ

林ば
や
し　
　

聡さ
と
し
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５
月
31
日
か
ら
６
月
２
日
ま
で
、

日
本
聖
公
会
第
67
（
定
期
）
総
会

が
東
京
で
開
か
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
２
年
前
の
総
会
は
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
で
し
た
の
で
、
４
年
ぶ
り
の
対

面
開
催
で
し
た
。

11
教
区
よ
り
主
教
議
員
各
１
人

（
注
：
北
関
東
教
区
は
伝
道
教
区
と

な
っ
た
の
で
主
教
議
員
は
な
し
）・
聖

職
代
議
員 

各
２
人
・
信
徒
代
議
員

各
２
人
、
関
係
者
な
ど
、
約
90
人
の

規
模
で
、
総
会
で
は
30
件
の
報
告
、

39
件
の
議
案
、
９
件
の
動
議
が
話
し

合
わ
れ
、
聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ピ
ー
ル
も
あ
り
ま
し

た
。大

阪
教
区
か
ら
は
磯
主
教
を
始
め

と
し
て
、
聖
職
代
議
員
と
し
て
私
と

小
林
聡
司
祭
、
信
徒
代
議
員
と
し
て

太
田
幸
彦
さ
ん
、
辻
節
子
さ
ん
が
出

席
し
ま
し
た
。
他
に
管
区
青
年
委
員

会
委
員
長
と
し
て
千
松
清
美
司
祭
、

聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー
の
総
主
事
で

あ
る
呉オ

光
グ
ァ
ン

現ヒ
ョ
ンさ
ん
（
部
分
参
加
）

が
報
告
者
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

２
泊
３
日
間
の
報
告
や
議
案
の
す

べ
て
を
こ
の
紙
面
で
紹
介
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
す
が
、
大
事
な
情
報
や
特

筆
に
値
す
る
内
容
を
掻
い
摘
ん
で
報

告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
開
会
聖
餐
式
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
内
避
難
民
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
支

援
お
よ
び
聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー
30

周
年
記
念
事
業
の
た
め
祈
り
、
献
金

を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

・
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵

攻
２
度
の
世
界
大
戦
を
体
験
し
戦
争

の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
学
ん
だ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
21
世
紀
の
今
日
、

再
び
こ
の
よ
う
な
光
景
を
目
に
す
る

こ
と
に
心
が
痛
み
ま
す
。
唯
一
の
被

爆
国
に
あ
る
教
会
と
し
て
、
わ
た
し

た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
主
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
福
音
に
基
づ
き
「
平
和
の
器
」

と
し
て
の
働
き
を
担
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

・
初
女
性
主
教
の
誕
生
と
課
題

今
年
４
月
23
日
、
北
海
道
教
区
に

マ
リ
ア
・
グ
レ
イ
ス
笹
森
田
鶴
主
教
が

誕
生
し
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
し

た
。
な
お
、
女
性
の
聖
職
位
に
関
し

て
は
日
本
聖
公
会
の
中
に
現
在
も
異

な
っ
た
立
場
が
あ
り
ま
す
。
立
場
の

違
い
を
越
え
て
、
共
に
宣
教
に
励
む

た
め
に
積
極
的
な
対
話
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
総
会
の
二
日
目
に
、
笹
森
主

教
の
按
手
式
に
お
い
て
横
浜
教
区
主

教
が
実
際
に
は
按
手
に
携
わ
っ
て
い
な

い
こ
と
や
女
性
の
聖
職
を
望
み
な
が

ら
も
実
現
に
至
ら
な
い
教
区
の
現
状

に
対
す
る
同
教
区
信
徒
代
議
員
の
発

言
が
あ
り
、
新
主
教
よ
り
「
日
本
聖

公
会
と
し
て
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
痛
み
を
共
有
し
な
が
ら

共
に
い
る
の
だ
」
と
の
応
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

・
２
０
２
２
３
０
運
動

全
聖
公
会
中
央
協
議
会
（
Ａ
Ｃ

Ｃ-

13
）
の
呼
び
か
け
に
よ
り
日
本

聖
公
会
で
も
取
り
組
ん
で
き
た
、
あ

ら
ゆ
る
意
思
決
定
機
関
へ
の
女
性
の

参
画
を
促
す
「
２
０
２
２
３
０
」
は
、

今
年
が
目
標
年
で
す
。
各
教
区
の
常

置
委
員
会
や
総
会
代
議
員
の
比
率
を

み
ま
す
と
、
今
後
も
意
識
変
革
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

大
阪
教
区
は
、
２
０
２
１
年
度
の

定
期
教
区
会
信
徒
代
議
員
の
総
数
34

人
中
女
性
は
10
人
、
２
０
２
２
年
度

の
常
置
委
員
６
人
中
女
性
は
２
人
で

し
た
。
教
区
の
現
役
の
聖
職
者
の
中

に
女
性
聖
職
者
は
１
人
だ
け
で
、
当

分
は
そ
も
そ
も
基
準
を
満
た
す
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
総
会
の
２
日
目
の

選
挙
で
選
出
さ
れ
た
管
区
常
議
員

は
、
８
人
中
５
人
が
女
性
と
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
の
取
り
組
み
が
日
本

社
会
の
変
革
を
促
す
先
駆
け
と
な
る

よ
う
に
期
待
し
ま
す
。

管
区
総
会
報
告

管
区
総
会
報
告

司
祭
　
ス
テ
パ
ノ
　

司
祭
　
ス
テ
パ
ノ
　
柳柳ユユ

　　
時時シシ

京京ギ
ョ
ン

ギ
ョ
ン

・
大
韓
聖
公
会
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
日
韓
宣
教
協
働
20
周
年
を
機
に

始
ま
っ
た
宣
教
協
働
者
招
聘
事
業
は

２
０
２
２
年
１
月
を
も
っ
て
終
了
し
、

２
０
２
４
年
に
は
日
韓
聖
公
会
宣
教

協
働
40
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の
宣
教
協
働
が
こ
れ

か
ら
も
継
続
さ
れ
、
東
ア
ジ
ア
の
平

和
と
い
う
共
通
の
宣
教
課
題
を
担
って

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
大
韓

聖
公
会
出
身
の
聖
職
者
は
、
東
北
教

区
１
人
、
東
京
教
区
５
人
、
横
浜
教

区
１
人
、
中
部
教
区
２
人
、
大
阪
教

区
４
人
、
九
州
教
区
２
人
、
沖
縄
教

区
４
人
で
、
計
19
人
で
す
。
こ
の
中

に
は
、
最
初
か
ら
日
本
聖
公
会
の
教

会
か
ら
推
薦
を
受
け
て
聖
職
に
な
ら

れ
た
方
も
２
人
お
り
ま
す
。
大
阪
教

区
で
は
、
次
の
４
人
が
所
属
し
て
い
ま

す
。任イ

ム

大テ

彬ビ
ン

司
祭（
カ
ナ
ダ
出
向
中
）、

韓ハ
ン

相サ
ン

敦ド
ン

司
祭
・
高
槻
聖
マ
リ
ヤ
教
会
、

柳
時
京
司
祭
・
川
口
基
督
教
会
、
金キ

ム

頭ド
ゥ

昇ス
ン

司
祭
・
宣
教
協
働
＆
研
修
。

・
世
界
聖
公
会
の
動
向
と
働
き

２
０
２
０
年
６
月
に
ア
レ
キ
サ
ン
ド

リ
ア
聖
公
会
の
誕
生
に
続
き
、
昨
年

９
月
に
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
ア
ン
ゴ
ラ
聖

公
会
が
42
番
目
の
管
区
と
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
次
期
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主

教
選
出
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成
に
お

い
て
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
教
区
の
選
考
委

員
数
を
減
ら
し
、
英
国
聖
公
会
以
外

の
委
員
（
他
管
区
の
委
員
）
を
増
員

す
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、
日

本
聖
公
会
主
教
会
と
し
て
は
こ
の
提

案
に
反
対
し
、
従
来
通
り
誰
が
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
大
主
教
に
選
出
さ
れ
た
と
し

て
も
、
そ
の
方
を
全
聖
公
会
の一
致
の

象
徴
と
し
て
尊
重
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
ラ
ン
ベス
会
議

Covid-19

の
た
め
に
２
年
間
延
期

さ
れ
た
ラ
ン
ベ
ス
会
議
（
注
：
世
界

聖
公
会
主
教
会
議
。
１
８
６
７
年
第

１
回
会
議
が
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教

の
執
務
室
が
所
在
し
て
い
る
ロ
ン
ド
ン

の
ラ
ン
ベ
ス
パ
レ
ス
で
開
か
れ
て
以
来
、

こ
の
名
称
と
な
り
、
大
抵
10
年
ご
と

に
開
催
）
は
、
今
年
７
月
26
日
か
ら

８
月
７
日
ま
で
、“God's Church 

For God's W
orld

”（「
神
の
世
界

の
た
め
の
神
の
教
会
」）
を
テ
ー
マ
に
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
、
165
カ
国
か

ら
約
700
人
の
主
教
た
ち
が
参
加
す
る

見
込
み
で
、
日
本
聖
公
会
か
ら
は
７

人
の
主
教
と
４
人
の
配
偶
者
が
出
席

の
予
定
で
す
。
ラ
ン
ベ
ス
会
議
の
最
大

参
加
数
は
、
か
つ
て
主
教
だ
け
で

１
８
０
０
人
以
上
の
時
も
あ
り
ま
し

た
。世
界
の
主
教
た
ち
が一堂
に
会
し
、

共
に
祈
り
、
み
言
葉
を
分
か
ち
合
い
、

ま
た
交
わ
り
、
宣
教
・
伝
道
、
和
解
、

奉
仕
、
弟
子
訓
練
等
に
つ
い
て
体
験

を
分
か
ち
合
い
、ア
ン
グ
リ
カ
ン・コ
ミ
ュ

ニ
オ
ン
（
注
：
全
世
界
聖
公
会
共
同

体
）
の
絆
を
深
め
、
こ
れ
か
ら
の
世

界
の
聖
公
会
の
宣
教
の
在
り
方
を
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
す
よ
う
、
祈
り

ま
す
。

・
宣
教
協
働
区
の
動
き

前
回
の
総
会
以
来
「
伝
道
教
区

と
宣
教
協
働
区
」
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
皮
切
り
は
北
関
東

教
区
の
伝
道
教
区
へ
の
歩
み
で
す
。

東
日
本
宣
教
協
働
区
（
北
海
道
／
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東
北
／
北
関
東
／
東
京
）報
告
で
は
、

北
関
東
教
区
が
伝
道
教
区
と
な
っ
て
、

一
人
の
教
区
主
教
の
司
牧
と
霊
的
指

導
の
も
と
に
東
京
・
北
関
東
両
教
区

が
新
教
区
設
立
に
向
け
て
前
進
し
て

い
る
と
の
報
告
は
、
他
の
教
区
に
と
っ

て
も
励
ま
し
に
な
る
も
の
で
し
た
。

既
存
の
教
区
合
併
で
は
な
く
「
新
教

区
設
立
」
と
い
う
発
想
は
、
今
後
の

教
区
再
編
を
考
え
る
う
え
で
大
切
な

視
点
で
す
。

宣
教
協
働
区
の
取
り
組
み
を
促
す

た
め
に
、
二
日
目
の
日
課
を
終
え
て

か
ら
は
、三
つ
の
宣
教
協
働
区
の
聖
職・

信
徒
代
議
員
の
交
わ
り
の
時
間
も
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
宣
教
協
働
区
体
制

を
通
し
て
よ
り
多
様
な
宣
教
協
働
、

交
わ
り
が
な
さ
れ
、
教
区
再
編
を
も

視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
が
進
み
、

持
続
可
能
な
宣
教
体
制
が
整
え
ら
れ

て
い
く
た
め
に
、
そ
の
役
割
は
よ
り
重

要
で
す
。

・
宣
教
協
議
会

来
年
11
月
10
日（
金
）～
13
日（
月
）

に
は
、
１
９
９
４
年
の
夏
に
第
１
回
宣

教
協
議
会
が
開
か
れ
、
日
本
聖
公
会

の
宣
教
体
制
を
大
き
く
変
革
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
そ
の
同
じ
場
所
で
あ
る
清
里
に

て
日
本
聖
公
会
宣
教
協
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
２
０
１
２
年
の
日
本
聖

公
会
宣
教
協
議
会
で
出
さ
れ
た
「
日

本
聖
公
会
〈
宣
教
・
牧
会
の
十
年
〉 

提
言
」
の
各
教
区
の
実
り
を
持
ち
寄

り
、
喜
び
を
分
か
ち
合
う
と
と
も
に
、

今
後
の
日
本
聖
公
会
の
宣
教
課
題
を

明
確
に
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

大
阪
教
区
の
磯
主
教
は
こ
の
宣
教
協

議
会
の
実
行
委
員
長
と
し
て
の
役
割

を
担
って
い
ま
す
。

・
祈
祷
書
改
正
委
員
会

改
正
祈
祷
書
が
準
拠
す
る
聖
書
と

し
て
「
聖
書
協
会
共
同
訳
」
聖
書

を
採
用
す
る
な
ど
、
改
正
祈
祷
書
の

基
本
方
針
、
そ
し
て
２
０
２
６
年
総

会
で
確
定
、
出
版
を
目
指
し
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・
管
区
事
務
所
移
転
も
含
む
新
規
収

益
事
業

ナ
ザ
レ
修
女
会
は
、
将
来
終
生
誓

願
修
女
が
ゼ
ロ
と
な
る
よ
う
な
事
態

を
迎
え
た
時
は
、
法
人
を
解
散
、
解

散
時
の
法
人
の
残
余
財
産
は
「
日
本

聖
公
会
」
に
寄
付
す
る
こ
と
を
決
議

し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
に「
基

本
財
産
設
定
の
件
（
ナ
ザ
レ
修
女
会

残
余
財
産
の
寄
付
）」
と
い
う
議
案

が
出
さ
れ
、
今
後
法
人
解
散
・
清
算

手
続
き
が
完
了
し
た
際
に
は
、
日
本

聖
公
会
の
基
本
財
産
と
し
て
設
定
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
※

現
在
ナ
ザ
レ
修
女
会
は
解
散
済
）
管

区
事
務
所
は
、
現
在
の
聖
公
会
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
を
賃
貸
し
、
賃
料
を
得
る

こ
と
に
し
、
２
０
２
１
年
５
月
を
も
っ

て
教
会
と
し
て
の
全
て
の
活
動
を
終

了
し
た
旧
牛
込
聖
バル
ナ
バ
教
会
の
建

物
と
聖
公
会
セ
ン
タ
ー
１
階
の
一
部
に

移
転
し
ま
す
。
以
前
か
ら
予
想
さ
れ

て
き
た
財
政
的
な
逼
迫
へ
の
対
応
と

し
て
、
収
益
事
業
を
暗
中
模
索
し
、

展
開
に
踏
み
出
し
た
こ
と
か
ら
、
大

阪
教
区
の
今
後
に
つい
て
示
唆
す
る
点

が
大
き
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

・
聖
公
会
年
金
規
約
の
改
正

聖
公
会
年
金
は
毎
年
年
金
資
金

か
ら
補
填
し
て
維
持
し
て
い
る
の
で
、

今
後
も
聖
公
会
年
金
を
維
持
し
続

け
る
た
め
に
、
２
０
１
４
年
の
改
正
に

続
き
、
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
平
均

支
給
額
を
実
質
15
％
減
額
す
る
議
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
６
８
年

に
米
国
聖
公
会
婦
人
会
か
ら
の
献
金

を
基
金
と
し
て
発
足
し
て
以
来
、
50

年
以
上
に
わ
た
り
退
職
し
た
聖
職
や

遺
族
の
生
活
を
支
え
て
き
て
い
ま
す
。

・
幾
つ
か
の
教
区
か
ら
、
今
ま
で
の
教

会
を
伝
道
所
に
変
更
す
る
議
案
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
教
区
：
稚
内
聖
公
会
と

厚
岸
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会
の
２
教
会

を
伝
道
所
に
変
更
。
大
阪
教
区
：

庄
内
キ
リ
ス
ト
教
会
を
庄
内
伝
道
所

に
変
更
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
区
に
お
い

て
、
該
当
す
る
教
会
の
地
域
や
宣
教

の
環
境
が
変
わ
り
、
当
初
の
宣
教
の

働
き
に
対
す
る
評
価
や
今
後
の
展
望

に
基
づ
い
て
の
各
教
区
の
決
断
で
す

が
、
単
な
る
縮
小
や
断
念
で
は
な
く
、

新
た
な
宣
教
体
制
へ
の
模
索
の
結
果

で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

・
宗
教
法
人
格
一
元
化
の
承
認

「
日
本
聖
公
会
室
根
聖
ナ
タ
ナ
エ
ル

教
会
」を「
日
本
聖
公
会
東
北
教
区
」

に
、
同
じ
く
「
日
本
聖
公
会
大
阪
聖

ヨ
ハ
ネ
教
会
」
を
「
日
本
聖
公
会
大

阪
教
区
」
に
合
併
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
教
区
の
一
体
性
を
保
ち
、

宣
教
共
同
体
と
し
て
よ
り
機
能
す
る

た
め
に
は
、
今
後
も
法
人
格
一
元
化

の
取
り
組
み
は
続
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

・
現
行
の
取
り
組
み
の
継
続
を
承
認

次
の
議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨

を
活
か
し
て
、
次
回
の
総
会
期
ま
で

継
続
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。・

青
年
委
員
会
設
置
継
続

・「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
・
対
策
担

当
者
」
設
置
継
続

・「
大
斎
克
己
献
金
」
全
国
活
動

推
進

・「
聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー
」
の
働

き
を
憶
え
て
祈
り
信
施
奉
献

を
継
続

・「
神
学
校
の
た
め
に
祈
る
日
」
を

継
続

・「
地
球
環
境
の
た
め
に
祈
る
日
」

を
継
続

・「
原
発
の
な
い
世
界
を
求
め
る
週

間
」
を
継
続

・「
沖
縄
週
間
」
継
続

・「
海
の
主
日
」
奨
励
と
信
施
奉

献
継
続

・「
日
本
聖
公
会
青
年
活
動
の
た

め
の
日
」
を
継
続

・「
社
会
事
業
の
日
」
信
施
奉
献

運
動
を
継
続

・「
人
権
活
動
を
支
え
る
主
日
」

を
継
続

な
お
、「
神
学
校
の
た
め
に
祈
る

日
」
を
継
続
す
る
件
は
、
承
認
さ
れ

た
も
の
の
、「
現
在
在
学
す
る
３
年
生

が
卒
業
し
て
来
年
度
の
入
学
志
願
者

が
ゼ
ロ
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
聖

公
会
神
学
院
は
在
学
生
０
と
い
う
未

曾
有
の
事
態
に
な
る
」
と
懸
念
す
る

声
が
あ
っ
た
こ
と
に
心
痛
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
へ
の
緊
急
対

策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

―
他
に
、
日
韓
聖
公
会
宣
教
協
働
40

周
年
記
念
大
会
開
催
（
２
０
２
４
年
）

に
関
す
る
件
、
狭
山
事
件
に
関
し
て

東
京
高
等
裁
判
所
と
東
京
高
等
検

察
庁
に
要
請
文
を
送
付
す
る
件
も
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

―
人
選
の
議
案
と
し
て
は
、
管
区
事

務
所
総
主
事
に
は
現
職
の
矢
萩
新
一

司
祭
が
指
名
承
認
さ
れ
、
管
区
の
い

く
つ
か
の
委
員
会
の
組
織
案
も
承
認

さ
れ
ま
し
た
。（
審
判
廷
審
判
員
変

更
、
常
任
の
委
員
指
名
承
認
、
年
金

委
員
選
任
）
首
座
主
教
に
は
武
藤
謙

一
九
州
教
区
主
教
が
再
選
さ
れ
ま
し

た
。

―
最
後
に
、
総
会
期
の
管
区
一
般
会

計
決
算
、
収
益
事
業
会
計
決
算
、

管
区
一
般
会
計
予
算
案
、
収
益
事
業

会
計
予
算
案
が
承
認
を
得
ま
し
た
。

３
日
間
の
総
会
を
終
え
、コ
ロ
ナ
禍

の
も
と
で
、
様
々
の
困
難
を
超
え
て
、

会
場
に
集
め
ら
れ
た
聖
職
・
信
徒
の

方
々
の
働
き
と
、
準
備
か
ら
本
番
ま

で
総
会
運
営
関
係
者
の
御
苦
労
に
感

謝
し
ま
す
。
自
分
が
総
会
の
代
議
員

と
し
て
の
責
務
を
十
分
に
果
た
せ
て

な
い
こ
と
を
振
り
返
り
、「
こ
れ
ら
の

こ
と
を
兄
弟
た
ち
に
教
え
る
な
ら
ば
、

あ
な
た
は
、
信
仰
の
言
葉
と
あ
な
た

が
守
っ
て
き
た
善
い
教
え
の
言
葉
と
に

養
わ
れ
て
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
の
立

派
な
奉
仕
者
に
な
り
ま
す
。」（
テ
モ

テ
へ
の
手
紙
Ⅰ　

４
：
６
）
と
い
う

み
言
葉
を
思
い
つつ
大
阪
に
戻
り
ま
し

た
。（川

口
基
督
教
会
牧
師
、

大
阪
教
区
聖
職
代
議
員
）
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具
体
的
な
方
策
を
検
討
す
る
こ

と
、
３
，世
界
に
対
し
、
１
９
９ 

５
年
の
戦
責
告
白
を
踏
ま
え
、
日

本
聖
公
会
が
「
平
和
の
器
」
と
し

て
用
い
ら
れ
る
た
め
。

２
０
１
０
年
に
は
プ
レ
宣
教
協

議
会
が
開
か
れ
ま
す
。「
宣
教
す

る
共
同
体
の
あ
り
よ
う
を
求
め

て
」
を
テ
ー
マ
に
２
０
１
２
年
へ

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、

２
０
１
１
年
３
月
に
東
日
本
大
震

災
、
そ
し
て
、
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
爆
発
事
故
が
起

こ
り
ま
し
た
。
大
き
な
犠
牲
と
被

害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
宣
教

や
教
会
の
こ
と
は
、
も
は
や
こ
の

災
害
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
事

態
・
現
実
と
は
無
関
係
に
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。

「
い
の
ち
、
尊
厳
限
り
な
い
も

の
～
宣
教
す
る
共
同
体
の
あ
り
よ

う
を
求
め
て
～
」

こ
の
宣
教
協
議
会
に
は
全
教
区

宣
教
協
議
会
っ
て
な
ん
で
す

か
？
～
２
０
１
２
年
宣
教
協
議
会

に
つ
い
て
～

「
歴
史
へ
の
責
任
と
21
世
紀
へ

の
展
望
」
と
題
し
た
’95
日
本
聖
公

会
宣
教
協
議
会
の
「
日
本
聖
公
会

の
戦
争
責
任
に
関
す
る
宣
言
」
以

降
、
日
本
聖
公
会
は
韓
国
・
フ
ィ

リ
ピ
ン
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
の
諸
教

会
と
の
交
わ
り
が
深
ま
り
ま
し

た
。
１
９
９
８
年
の
ラ
ン
ベ
ス
会

議
で
も
紹
介
さ
れ
、
多
く
の
国
の

人
に
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
し
か

し
、
よ
り
具
体
的
に
進
む
た
め
に

は
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
２
０
１
２
年
の
宣
教

協
議
会
は
９
月
14
日
～
17
日
、
静

岡
県
浜
名
湖
畔
の
研
修
施
設
「
カ

リ
ア
ッ
ク
」
を
会
場
に
、
３
つ
の

目
的
を
も
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

１
，教
会
の
直
面
す
る
現
状
を

分
か
ち
合
い
、
具
体
的
な
宣
教
ビ

ジ
ョ
ン
を
構
築
す
る
こ
と
、
２
，

日
本
の
社
会
に
お
け
る
教
会
の
使

命
・
宣
教
に
つ
い
て
再
認
識
し
、

の
主
教
と
各
教
区
の
代
表
者
達
が

集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
回
の

協
議
会
で
は
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
そ
し
て
管
区
諸
委
員
会
、

大
韓
聖
公
会
か
ら
の
代
表
を
迎
え

て
140
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

協
議
会
の
初
日
、
べ
リ
ス
・
メ

ル
セ
ス
宣
教
修
女
会
の
清
水
靖
子

シ
ス
タ
ー
に
よ
る
特
別
講
演
「
イ

エ
ス
の
道
を
歩
く
～
未
踏
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
未
来
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
原
発
を
止
め
る
た
め

に
は
～
」
を
通
し
て
、
福
島
原
発

事
故
の
現
実
に
、
キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
の
生
き
方
を
ど
う
選
択
す
る

の
か
が
問
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た

「
い
っ
し
ょ
に
歩
こ
う
！
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
報
告
で
は
、
現
地

閉
会
聖
餐
式
説
教
で
植
松
首
座

主
教
（
当
時
）
は
「
私
た
ち
の
日

常
の
中
に
宣
教
の
現
場
が
あ
る
」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。
各
教
会
に
配

ら
れ
た
「
２
０
１
２
年
日
本
聖
公

会
宣
教
協
議
会
報
告
書
」
に
こ
れ

ら
の
詳
し
い
内
容
が
載
っ
て
い
ま

す
。そ

れ
ぞ
れ
の
場
で
歩
ん
で
き
た

私
た
ち
の
〈
宣
教
・
牧
会
〉
を
振

り
返
り
、新
た
に
向
か
う
た
め
に
。

次
の
宣
教
協
議
会
は
来
年
11
月
に

開
か
れ
ま
す
。

（
文
責
：
福
澤
眞
紀
子
）

の
人
々
の
悲
し
み
や
苦
悩
の
傍
に

共
に
た
た
ず
む
教
会
、
そ
の
只
中

に
お
ら
れ
る
主
イ
エ
ス
の
姿
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
、
西
原
廉
太
司
祭
（
当

時
）
の
基
調
講
演
で
、
日
本
聖
公

会
の
宣
教
を
考
え
る
た
め
の
多
様

な
宣
教
ビ
ジ
ョ
ン
が
資
料
と
と
も

に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
笹
森
田
鶴

司
祭
（
当
時
）
に
よ
る
バ
イ
ブ
ル

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
は
「
わ
た
し
た

ち
は
何
者
で
、
何
を
す
べ
き
存
在

で
あ
る
の
か
」、
多
様
さ
を
抱
え

た
被
造
物
＝
人
間
の
使
命
に
つ
い

て
分
か
ち
合
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
こ
れ
か
ら
の
教
会
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
語
り
合
い
、
最
後
に

『
日
本
聖
公
会
〈
宣
教
・
牧
会
の

十
年
〉
提
言
』
に
ま
と
め
ら
れ
た

の
で
す
。

大阪教区合同埋葬式の
ご案内

日時：2022 年 11 月５日（土）
14 時より 

場所：大阪霊園（大東市龍間
331 TEL 0120-69-1117） 

申請締切り：９月末  

お問い合わせは大阪教区事務所
太田まで
教区事務所 TEL 06-6621-2179

宣教協議会宣教協議会
ホームページホームページ
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ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
老
い
」
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
つ
い

て
、
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話

し
く
だ
さ
り
「
同
じ
よ
う
に
、
わ

た
し
は
あ
な
た
た
ち
の
老
い
る
日

ま
で
背
負
っ
て
い
こ
う
。
わ
た
し

が
担
い
、
背
負
い
、
救
い
出
す
。」

（
イ
ザ
ヤ
書
46
章
４
節
）
で
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

「
老
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
興

味
が
あ
り
参
加
さ
れ
た
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。
小
グ
ル
ー
プ
で
分
か

ち
合
い
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
詳
し

い
講
演
報
告
は
、
教
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
さ
れ
ま
す
。

（
教
区
生
涯
学
習
委
員
会
）

７
月
18
日
（
月
・
祝
）
10
時
30

分
よ
り
庄
内
伝
道
所
に
於
い
て
、

教
区
生
涯
学
習
委
員
会
主
催
の

「
プ
ネ
ウ
マ
の
集
い
～
魂
の
癒
し

を
求
め
て
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
聖
職
、
生
涯
学

習
委
員
含
め
37
人
。
講
師
は
、
大お
お

柴し
ば

譲じ
ょ
う

治じ

師
（
日
本
福
音
ル
ー
テ

ル
大
阪
教
会
牧
師
）。

「
す
べ
て
は
空
し
い
」
と
コ
ヘ

レ
ト
の
言
葉
12
章
１
～
８
節
よ

り
、「
落
ち
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ

に
、
神
の
息
（
プ
ネ
ウ
マ
）
が
注

が
れ
る
。
ど
っ
ち
を
向
い
て
も
出

口
が
見
え
な
い
、
そ
ん
な
現
実
の

ど
ん
底
に
イ
エ
ス
さ
ま
が
降
り
て

き
て
く
だ
さ
る
」
と
い
う
内
容
か









































「
プ
ネ
ウ
マ
の
集
い

「
プ
ネ
ウ
マ
の
集
い  

～
魂
の
癒
し
を
求
め
て
～
」

～
魂
の
癒
し
を
求
め
て
～
」

第
１
回
テ
ー
マ
：「
老
い
」
を
考
え
る

第
１
回
テ
ー
マ
：「
老
い
」
を
考
え
る

動
画：「
聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー
と
い
う
福
音
」

動
画：「
聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー
と
い
う
福
音
」((

1212
分分) ) 

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。  

大
阪
教
区
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
視
聴
で
き
ま
す
。

大
阪
教
区
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
視
聴
で
き
ま
す
。  

2022　大阪教区教区礼拝
聖公会生野センター 30 周年記念感謝礼拝

「そこにキリストは共にいる」
～弱った手に力を込め　よろめく膝を強くせよ。（イザヤ：35：3）～

2022 年 10 月 10 日（月・休）
場所：プール学院中学校・高等学校メアリーズホール

＜大阪市生野区勝山北１-19-31＞

15 時 30 分～ パネルディスカッション
＜聖公会生野センターのミッションを語る＞

13 時 30 分～＜聖餐式＞
司式：武藤謙一首座主教・磯晴久主教・植松誠主教
説教：李京浩主教（大韓聖公会議長主教・ソウル教区主教）

井田泉司祭（京都教区 退職）
池住圭さん（日本聖公会正義と平和委員会）
松原恵美子さん（大阪教区）

イキョンホ

大柴先生との質疑応答中大柴先生との質疑応答中

（5）毎月20日発行 大 阪 教 区 報 2022.8.20　〔501号〕



逝

去

者

石
橋
聖
ト
マ
ス
教
会

（
３
月
22
日
・
91
歳
）

タ
ビ
タ　

俣ま
た

野の　

恵け
い

子こ

（
６
月
10
日
・
90
歳
）

モ
ニ
カ　

松ま
つ

田だ　

房ふ
さ

子こ

（
６
月
29
日
・
74
歳
）

ヨ
ハ
ネ　

江え

見み　

茂し
げ

樹き

堺
聖
テ
モ
テ
教
会

（
７
月
７
日
・
94
歳
）

マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア　

　

竹た
け

中な
か　

ま
り
子こ

高
槻
聖
マ
リ
ア
教
会

（
７
月
９
日
・
78
歳
）

ル
ツ　

山や
ま

下し
た　

直な
お

子こ

芦
屋
聖
マ
ル
コ
教
会（

３
月
24
日
）

ル
カ　

中な
か

島じ
ま　

晋し
ん

介す
け

（
７
月
11
日
・
80
歳
）

マ
リ
ヤ　

宇う

野の　

彌や

榮え

子こ

川
口
基
督
教
会（７

月
25
日
・
90
歳
）

モ
ニ
カ　

斎さ
い

藤と
う　

正ま
さ

子こ

魂
の
平
安
を
お
祈
り
し
ま
す

主
教
巡
回
予
定
（
９
月
）

４
日　

大
阪
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

11
日　

尼
崎
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会

18
日　

大
阪
城
南
キ
リ
ス
ト
教
会

堅
信
式

26
日　

恵
我
之
荘
聖
マ
タ
イ
教
会

　

創
立
記
念

【常】
【置】
【委】
【員】
【会】
【報】
【告】
7/14
第 12 回
定期

Ⅰ
．
主
教
報
告
及
び
諸
報
告

＊�

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
増
加
し

て
お
り
、
今
ま
で
以
上
に
緊
張

感
を
持
っ
て
対
応
す
る
。

＊�

７
／
25
（
月
）
～
８
／
12
（
金
）

の
期
間
、主
教
は
休
暇
と
す
る
。

＊�

９
／
19
（
月
・
祝
）
大
阪
聖
三一

教
会
竣
工
式

【�

宣
教
局
】

•�

礼
拝
・
音
楽
委
員
会
か
ら
教
区

内
の
奏
楽
者
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
中
。

【�

財
政
局
】

•�

会
計
委
員
懇
談
会
を
９
月
23
日

（
金
）
大
阪
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

で
開
催
予
定
。

【�

婦
人
会
】

•�

教
区
婦
人
会
百
周
年
記
念
礼
拝

を
２
０
２
３
年
11
月
３
日
（
金
）

に
川
口
基
督
教
会
で
行
う
。
説

教
者
は
笹
森
田
鶴
主
教
。

Ⅱ
．
協
議
事
項
及
び
主
教
諮
問

＊�

教
区
成
立
百
周
年
準
備
委
員
会

か
ら
、
主
な
行
事
と
し
て
、
記

念
事
業
（
セ
ミ
ナ
ー
、
展
示
会

等
）、
記
念
礼
拝
、
記
念
誌
発

行
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
の
来
年
度
の
予
算
を
３
５
０ 

万
円
見
込
む
こ
と
と
し
た
い
と

の
要
望
が
あ
り
、
協
議
の
う
え

承
認
し
た
。

＊�

教
区
の
今
後
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
回
答
が
出
揃
っ

た
。
今
後
分
析
を
行
う
。
伝
道

教
区
に
つ
い
て
の
説
明
会
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
く
話
し
合
い

の
場
を
設
け
て
行
く
。

＊�

教
区
神
学
生
の
夏
季
実
習
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

＊�

来
年
11
月
予
定
の
宣
教
協
議
会

に
つ
い
て
、
教
区
か
ら
８
名
程

度
参
加
予
定
と
し
て
予
算
を
見

込
ん
で
お
く
。

４日　執事　ラザロ　布
ふ

施
せ

　好
よし

古
ふる

（1938）

６日　主教　ヨハネ　名
な

出
いで

　保
やす

太
た

郎
ろう

（1945）

９日　司祭　ジェームズ・J・チャプマン（1946英）

11日　司祭　チャールズ・ハムデン・バジル・ウッド（1941英）

12日　主教　ヘンリー・エヴィントン（1912英）

14日　宣教師　ドロシー・サローム・ワインウイルソン（1963英）

23日　主教　ぺテロ　 柳
やなぎ

原
はら

　貞
さだ

次
じ

郎
ろう

（1973）

司祭　ドナルド・F・ウインズロー（2000米）

25日　司祭　田
た

中
なか

　正
まさ

之
の

助
すけ

（1927）

27日　宣教師　エルシー・メイ・ベイカー（1977英）

大阪教区関係教役者

9月逝去者記念聖餐式
9月14日（水）　10：30～

＊教役者逝去記念聖餐式は、毎月第２水曜日午前10時30分
から、川口基督教会で行われます。ご関係の有無にかか
わらず、どうぞ自由にご参加ください。

編
集
後
記

編
集
後
記

今
月
も
大
阪
教
区
報
を
発
行
で

き
た
こ
と
感
謝
致
し
ま
す
。
今
月

号
は
少
々
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
管
区

総
会
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
今
年
度
か
ら
生
涯
学
習

委
員
会
が
は
じ
め
ま
し
た
プ
ネ
ウ

マ
の
集
い
の
記
事
は
注
目
で
す
。

紙
面
と
し
て
は
と
て
も
少
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
教

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
当
日
の

写
真
と
感
想
な
ど
が
書
か
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
知
ら
せ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

今
月
号
か
ら
巻
頭
に
あ
り
ま
す
教

会
の
イ
ラ
ス
ト
に
、
教
会
の
名
前

を
入
れ
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
近
い
う
ち
に
信
徒
の
声

を
聞
く
、
信
仰
の
養
い
と
な
る
紙

面
を
次
々
号
あ
た
り
か
ら
始
め
ら

れ
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

�

広
報
委
員
長　

金
山

＊�

８
月
19
日
（
金
）
常
置
委
員
会

懇
談
会
を
開
催
予
定
。
懇
談
内

容
は「
教
区
の
今
後
に
つ
い
て
」

と
す
る
。

＊�

教
区
会
書
記
の
人
選
を
行
っ

た
。
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